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平成３０年度創薬支援ネットワーク・アドバイザリーボード  

（意見とりまとめ） 

 
平成３１年２月６日 

創薬支援ネットワーク・アドバイザリーボード 

 
 
○ 事務局から創薬支援ネットワークの活動状況について説明を受けた。AMED

からの説明について了承するとともに、引き続き、AMED での対応状況を注

視する。 

 
○ その他、以下の意見があった。 

・ 創薬は投資・回収に時間がかかる分野であるため、ベンチャー育成は長い

目で育てていく必要があり、日本全体でどのようにベンチャーを育ててい

くかという視点が重要。 
・ 新たなモダリティは一つのステージにかかる期間も異なるため、新たなモ

ダリティの支援については柔軟に対応できるようにすべき。 

 
〔構成員（順不同）〕 

中西 洋一  九州大学大学院医学研究院臨床医学部門内科学講座 
呼吸器内科学分野 教授  

萩原 正敏  京都大学大学院医学研究科生体構造医学講座  
形態形成機構学 教授 

古賀 淳一  第一三共株式会社 専務執行役員 研究開発本部長 
塩村 仁  ノーベルファーマ株式会社 代表取締役社長 
三好 昌武  社会保険診療報酬支払基金 専務理事 
松永 圭司 株式会社三井住友銀行 成長戦略推進プロジェクトチー

ム成長事業開発部 副部長 
土居 眞樹  ドイ・バイオコンサルティング 代表 
竹中 登一  公益財団法人 ヒューマンサイエンス振興財団 会長 
その他、製薬企業役員１名 

 
以上 
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